
立ち直りへの架け橋
～矯正から更生、そして共生へ～

参加申込
締切

１０月３１日
（金）

特別
講演

実践
紹介

☆参加定員：会場、オンライン各80名（先着順で定員に達した場合は申し込みを締め切らせていただきます。）

１３：１５～１４：４５
『拘禁刑施行後の更生支援の展望』

１４：５５～１５：２５
『偕生会の取り組みについて』
社会福祉法人偕生会

総合福祉センター常楽荘 施設長 浅倉 旬子 氏

学校法人福山大学

人間文化学部 心理学科 教授 中島 学 氏
〈講師紹介〉
専門分野は、矯正処遇論、矯正心理学、犯罪学、刑事政策。
昭和63年法務省入省。法務行政に従事するほか、少年院の院長、刑務所長や矯正管区
長などを歴任。また、日本自立準備ホーム協議会などの立ち直り支援団体の顧問・理事等、
支援現場にも直接関与している。令和５年から現職。著書に、『塀の中のジレンマと挑戦
矯正施設における刑法・少年法改正の影響と課題』（明石書店）がある。

〈講師紹介〉
社会福祉法人偕生会は、昭和54年に大野郡（現豊後大野市）に開設され、地域や家庭との結びつきを重視した
支援を展開してきた。現在では高齢者や障がい者、住宅確保要配慮者などを含めた、困りごとを抱える人たちの
生活をあたたかく見守り支えている。今回は、偕生会に息づく理念とそれに基づく取り組みについて紹介いただく。

日時：令和7年11月15日(土)13時〜16時
会場：大分県総合社会福祉会館4階大ホール

ZOOM配信
(大分市大津町2丁目1番41号)



権利擁護・地域生活定着支援セミナー

※自然災害等の影響により、やむを得ず中止する場合、前日に大分県社会福祉協議会の
ホームページにてお知らせいたします。
ホームページ：(URL： https://www.oitakensyakyo.jp/ )

※キャンセルを含む当日の各種お問い合わせは、下記電話番号にご連絡をお願いいたします。
ＴＥＬ：０８０－５６０５－７１９７(大分県地域生活定着支援センター)

①右の二次元コードをスマートフォンなどで

読み込んでください。

専用の受付フォームが表示されます。

②必要事項を記入して、お申し込みください。

〈Zoom参加を希望される方へ〉

・当日までに、ご記入いただいたメールアドレス宛に、ミーティングIDとパスワード

等を送信します。

・同一事業所で複数人がご参加いただく場合は、お一人ずつお申し込みください。

・当日、同一機材で複数人が聴講する場合も、お一人ずつお申込みいただくよう

お願いいたします（メールアドレスは他の方と同じでも構いません）。

二次元コードからのお申込みが難しい方は、下記申込先へご連絡ください。

〈申込先〉 大分県福祉保健部福祉保健企画課 担当：加藤 (大分市大手町3丁目1番1号)

ＴＥＬ：097-５０６-２６２２ ＦＡＸ：097-５０６-１７３２

〈会場〉大分県総合社会福祉会館 ４階大ホール （大分市大津町２－１－４１）

 ※駐車場は台数に限りがあるため、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

参加費
無料

参加
申し込み

方法

立ち直りへの架け橋
～矯正から更生、そして共生へ～

〈申し込みURL〉

https://ttzk.graffer.jp/pref-oita/smart-apply/surveys/1319552498990729985

※ご記入いただいた内容は、本セミナー以外に使用することはありません。


